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男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、
男
女
が
互

い
に
人
権
を
尊
重
し
な
が
ら
責
任
を
分
か

ち
合
い
、
性
別
に
関
わ
り
な
く
、
あ
ら
ゆ

る
社
会
活
動
へ
の
機
会
が
公
平
に
開
か
れ

た
社
会
で
す
。
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
よ
り
、
男
女
が
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
、
個
性
や
能
力
を
十
分
に
発
揮
す

る
こ
と
で
、
よ
り
良
い
効
果
を
も
た
ら
す

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
21
世
紀
を
迎
え

た
今
、
少
子
・
高
齢
化
、
経
済
活
動
の
低

迷
、
国
際
化
、
情
報
通
信
の
高
度
化
な
ど
、

私
た
ち
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は
急
速
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
１
９
９
９
年
に
は
男

女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
施
行
さ
れ
る

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
が
取
り
組
ま
れ
、

法
制
度
上
の
男
女
平
等
は
大
き
く
進
ん
で

き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
の
人
権
意
識
調
査

な
ど
の
結
果
に
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
社

会
通
念
や
し
き
た
り
な
ど
に
お
い
て
、
男

女
平
等
の
現
状
に
不
平
等
と
感
じ
る
割
合

は
高
く
、
人
々
の
意
識
の
中
に
は
「
夫
は

外
で
働
き
、
妻
は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ

る
」
と
い
う
、
性
別
に
基
づ
く
固
定
的
な

役
割
分
担
意
識
が
依
然
と
し
て
残
っ
て
い

女
ひ と

と男
ひ と

が認めあい

自分らしく
暮らせる社会
男女共同参画社会は、男女がお互いに認めあい、「女らしさ」
「男らしさ」ではなく、「自分らしさ」を発揮できる社会を
目指しています。

る
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。
性
別
に
よ
る

固
定
的
な
役
割
分
担
意
識
に
よ
る
決
め
つ

け
は
、
男
性
が
家
庭
生
活
や
地
域
生
活
を

楽
し
む
こ
と
を
難
し
く
し
た
り
、
女
性
が

社
会
参
加
の
意
欲
を
持
ち
つ
つ
も
、
社
会

の
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
こ
と
を
困

難
に
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
で
の
政
策
・
方
針
決
定
過

程
へ
の
女
性
の
参
画
は
国
際
的
に
も
遅
れ

て
お
り
、
雇
用
の
分
野
に
お
け
る
合
理
的

な
理
由
の
な
い
男
女
間
の
採
用
、
昇
任
、

賃
金
格
差
が
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ
る

な
ど
、
女
性
の
能
力
が
十
分
に
生
か
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
な
い
状
況
が
あ
り
ま

す
。
大
事
な
意
思
決
定
の
場
に
女
性
が
加

わ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
男
女
間

の
不
平
等
を
感
じ
た
り
す
る
こ
と
も
ま
だ

ま
だ
多
い
よ
う
で
す
。

今
後
、
少
子
・
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り

労
働
人
口
は
減
少
し
、
女
性
の
能
力
が
ま

す
ま
す
重
要
と
な
る
中
で
、
男
女
が
「
男

は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
性
別
に

よ
る
固
定
的
な
役
割
分
担
に
と
ら
わ
れ

ず
、
職
場
で
、
家
庭
で
、
地
域
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
で
き
る
社
会

づ
く
り
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
、
な
ぜ
男
女
共
同
参
画
な
の
か
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市
で
は
、
平
成
24
年
に
「
第
２
次
米

原
市
男
女
共
同
参
画
推
進
計
画
〜
ハ
ー

ト
フ
ル
プ
ラ
ン
ま
い
ば
ら
21
〜
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
こ
の
プ
ラ
ン
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
28
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
示
し
た
も
の
で
「
女
と
男

が
と
も
に
認
め
あ
い
　
互
い
に
自
分
ら

し
く
　
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
」

を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
最
終
目
標
に
、

３
つ
の
重
点
目
標
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
計
画
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

庁
内
推
進
体
制
の
充
実
と
推
進
計
画
の

進
行
管
理
な
ど
に
努
め
て
い
ま
す
。

重点課題と主な施策の方向
●政策、方針決定過程への女性の参画の拡大
→審議会等への女性の参画促進と管理職等への女性の登用
促進

●家庭生活、地域生活への男女共同参画の推進
→仕事と家庭、または地域活動の両立を可能にする働き方
の見直し

●就業環境の整備、就業機会の拡大と職業能力の開発
→職業能力の開発と職域拡大、チャレンジ支援

重点目標Ⅰ 多様な主体との協働
～あらゆる分野への男女共画参画の促進～

重点課題と主な施策の方向
●男女共同参画社会の実現に向けた意識づくり
→男女共同参画の視点に立った家庭教育、保育と教育
●男女の人権の尊重
→男女間や高齢者、子ども、障がい者などに対するあらゆ
る暴力の根絶

●多様な選択を可能にする社会教育・生涯学習の推進
→男女の相互理解、協力等を推進するための学習環境づくり

重点目標Ⅱ 多様性の尊重と学び
～男女の人権尊重と男女共同参画の意識づくり～

重点課題と主な施策の方向
●男女がともに安心して暮らせる環境の整備
→男女共同参画による住みよい地域社会づくり
●男女の生涯にわたる健康支援
→生涯にわたる心身の健康保持と増進

重点目標Ⅲ 共生のまちづくり
～男女がともに安心して豊かに暮らせる環境づくり～

▲推進計画の進行管理では、市民参加による「男女共同参
画懇話会」により、定期的に各事業の検証や推進状況の
確認などを行っています。

◇ 推進体制の充実 ◇

① 庁内推進体制の充実と推進計画の進行
管理

② 男女共同参画センター機能の充実

③ 相談体制の整備および相談員の育成

④ 多様な主体（市民、事業者、NPO、
各種団体など）との連携と協働

⑤ 国や県との連携
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米
原
市
の
み
な
さ
ん
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う

米
原
市
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
市
民
意
識
調
査
（
平
成
23
年
）
か
ら

「男性は仕事、女性は家庭」という考え方につ
いてどう思いますか？

Q１

■調査概要
市内に住む20歳以上の
男女2,000人を無作為
抽出。回答者数848人、
回答率42.4％。
■年代
20歳代　　　0 9.2％
30歳代　　　 10.8％
40歳代　　　 13.6％
50歳代　　　 14.9％
60歳代　　　 22.4％
70歳代以上　 29.0％
■性別
女性　 56.8％
男性　 43.2％

全体では、このような考
え方について同感している
人が約4割でした。男女別で
は、女性では35.8％、男性
では43.7%となり、男性の
方が同感する人の割合は高
くなっています。

平成21年に行われた滋賀
県の調査を見ると、「同感す
る」「どちらかといえば同感
する」を合わせた『同感する』
の割合が最も高い地域は、湖
東地域で、「湖北地域」、「東
近江地域」、「湖西地域」では
『同感しない』が『同感する』
よりも高くなっています。

全体では、「あまり平等ではない」または「平等ではない」と感じている
人は全体の約3割となっており、「平等」または「かなり平等」と感じてい
る人よりわずかに高い割合となっています。男女別では、男性は平等と感
じている人の割合の方が高く、女性は平等ではないと感じている人の割合
の方が高くなっています。

地域で男女平等ですか？Q２
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男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
各
種
相
談
機
関

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
室

■
会
場

・
和
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
ル
ッ
チ
プ
ラ
ザ

・
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

専
門
の
研
修
を
受
け
た
相
談
員
５
人
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
ま
た
、
ル
ッ
チ
プ
ラ

ザ
で
は
、
偶
数
月
に
一
度
土
曜
日
に
開
設

し
、
男
性
の
相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。
お

住
ま
い
の
地
域
に
関
係
な
く
、
ど
の
会
場

で
も
相
談
が
で
き
ま
す
。
市
人
権
政
策
課

へ
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
程
、
会
場
は
、
広
報
ま
い
ば
ら
毎
月

１
日
号
「
く
ら
し
の
ガ
イ
ド
」
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
室
で
は
、
悩
み

を
解
決
す
る
糸
口
を
見
つ
け
る
お
手
伝

い
を
し
ま
す
。
人
に
話
す
こ
と
で
、
心

の
整
理
が
で
き
る
ほ
か
、
必
要
に
応
じ

て
専
門
機
関
を
ご
案
内
し
ま
す
。
家
族
、

パ
ー
ト
ナ
ー
、
嫁
姑
、
子
ど
も
、
職
場
、

健
康
な
ど
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い

の
か
わ
か
ら
な
い
と
悩
ん
で
い
る
人
は

一
度
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

特
に
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
被
害
者
が
我
慢
し

て
し
ま
っ
た
り
、
相
手
の
性
格
だ
と
判

断
し
て
し
ま
い
、
表
に
出
に
く
い
問
題

で
す
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ

総
務
部
　
人
権
政
策
課(

米
原
庁
舎)

1

５
２
ー
６
６
２
９

5

５
２
ー
４
５
３
９

県民意識調査s
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どのようなことから平等ではないと感じますか？（自由記述から抜粋）Q３

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　

（
市
人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
内
）

人
権
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
人
権
セ
ン
タ

ー
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
、
少
年
セ

ン
タ
ー
を
合
わ
せ
た
複
合
施
設
で
す
。

・
相
談
、
情
報
の
収
集
、
発
信

・
貸
館
、
研
修
の
受
入

Ｇ-

Ｎ
Ｅ
Ｔ
し
が
　
　
　
　

（
滋
賀
県
立
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
）

男
女
が
お
互
い
に
支
え
合
い
、
喜
び
も

責
任
も
と
も
に
分
か
ち
合
え
る
バ
ラ
ン
ス

の
と
れ
た
社
会
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

滋
賀
県
の
施
設
で
す
。

・
研
修
、
講
座
の
開
催

・
各
種
相
談
室
の
設
置

・
交
流
、
活
動
の
支
援

・
情
報
発
信
と
調
査
研
究

お
問
い
合
わ
せ

〒
５
２
１-

０
０
３
１

米
原
市
一
色
４
４
４
番
地

1

５
４
ー
２
４
４
４

5

５
４
ー
３
０
３
３

お
問
い
合
わ
せ

〒
５
２
３-

０
８
９
１

近
江
八
幡
市
鷹
飼
町
80-

４

1

０
７
４
８
ー
３
７
ー
３
７
５
１

5

０
７
４
８
ー
３
７
ー
５
７
７
０

声
「
女
性
が
活
躍
し
て
い
る
と

珍
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
か
ら
」

「
地
域
社
会
の
中
で
も
特
に
農
村
地
域
で
は
、
昔
か

ら
の
風
習
と
か
し
き
た
り
と
か
が
根
強
く
残
っ
て

い
ま
す
。
す
べ
て
が
悪
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
が
、

時
代
の
流
れ
に
合
わ
せ
て
変
え
て
い
か
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
。
男
性
も
女
性
も
、
互
い
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
を
尊
重
し
合
っ
て
意
見
を
言
う
機
会
が

少
な
い
の
で
す
」

「
農
業
な
ど
夫
と
共
に
働
い
て

い
て
も
家
事
を
し
な
く
て
は

い
け
な
い
」

「
教
育
機
会
の
享
受
が
同
等
で

あ
れ
ば
女
性
、
男
性
に
か
か

わ
ら
ず
、
能
力
、
才
能
に
応

じ
た
働
き
が
で
き
る
」

「現在の社会は男性目線で基盤が作られた事は間違いな
いと思うので、これからは女性の目線はもちろんのこ
と、子ども・大人・お年寄りなどの世代ずつの目線や
様々な人間の価値観を基に社会を作っていくべきと思
います。とにかく答えをすぐ出さずに、考え続けるこ
とが大切だと思います」

「私の年齢では時代が男
性優位の立場で育って
きていますから、現代
の子ども達は家庭の中
で助け合う人が多いの
ではないでしょうか」

「平等ばかりを意識してお互いに
負担なことを無理に平等にしな
くてもいいと思う」

「他の先進国と比べ、
女性の役職、議員な
どが少ない」
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男
女
共
同
参
画
社
会
の

実
現
に
向
け
て

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
の

人
口
推
計
に
よ
る
と
、
日
本
の
総
人
口
は

２
０
１
０
年
か
ら
２
０
６
０
年
ま
で
の
50

年
間
に
、
１
億
２
８
０
０
万
人
か
ら
８
７

０
０
万
人
へ
、
４
１
０
０
万
人
も
減
少
し
、

総
人
口
に
占
め
る
65
歳
以
上
人
口
の
割
合

は
、
23
％
か
ら
40
％
に
大
き
く
上
昇
す
る

と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
市
で
は
、
２

０
１
３
年
９
月
に
お
け
る
１
０
５
自
治
会

の
う
ち
、
55
歳
以
上
の
人
口
が
50
％
を
占

め
る
集
落
が
17
自
治
会
。
そ
の
う
ち
65
歳

以
上
の
人
口
が
50
％
以
上
を
占
め
る
自
治

会
は
１
自
治
会
で
す
が
、
50
％
に
近
い
自

治
会
は
23
自
治
会
あ
り
、
急
速
に
高
齢
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

古
く
か
ら
日
本
で
は
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
う
性
別
に
よ
る
役
割
分

担
意
識
が
日
本
に
強
く
根
付
い
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
格
的
な
人
口
減

少
・
超
高
齢
化
社
会
が
到
来
し
、
生
き
方

や
家
族
観
な
ど
の
考
え
方
も
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
人
は
人
と
出
会
い
、
成
長
す
る

中
で
、
周
囲
か
ら
少
な
か
ら
ず
影
響
を
受

け
て
年
を
重
ね
て
い
く
も
の
で
す
。
生
き

方
も
人
そ
れ
ぞ
れ
で
誰
か
の
影
響
を
受
け

なでしこネットご存知ですか？

●登録者の声

市では、さまざまな分野で、多様な意見を市
政に反映させたいと考えています。そのために
は、政策・方針決定過程への女性の参画が重要
です。なでしこネット（米原市女性人材バンク）
に登録することで、女性が参画しやすくなり、
登録者の活躍の場を広げます。
あなたの「経験」「知識」「やる気」を市政や

地域社会の発展に生かしませんか？

Q 興味はあるんですが、専門的な知識や経験がありません…

Q 興味はあるんですが、専門的な知識や経験がありません…

A 専門的な知識や特別な技術がな
くても

「やる気」「興味」がある人は

ぜひ登録してください!

A 専門的な知識や特別な技術がな
くても

「やる気」「興味」がある人は

ぜひ登録してください!

山本　利
と し

江
え

さん
親しい人から誘われて、なでしこネットに登録し

ました。もともと、人と話をすることや話を聞くこ
とが好きでしたので、いい機会だと思いました。
現在は、市に関わっていることはありませんが、

市内、市外に関わらず興味のある講演会などに積極
的に参加して新しい情報を得るようにしています。
一人でできることは限られていますので、仲間づ

くりは大切だと思います。なでしこネットを通じて
世界が広がりますし、自分たちが学んだことを若い
人たちにも伝えていけたらと考えています。

小路　芙
ふ

美
み

惠
え

さん
現在、市内外で読み聞かせボランティアをしています。
年齢や環境を含め、自分の経験が生かせることがあるな
らと、広報を見て、なでしこネットに登録しました。現
在は、市の委員をしています。委員として意見をいう立
場ですが、学ぶ機会があることは非常に良いことだと思
います。昔、学校で習ったことは、今は変わってきてお
り、勉強は学校を卒業したら終わりではありません。今
まで関わったことのない分野で新しいことを学べるのは
楽しいことだと思いますよ。
いろんな経験、知識を持った女性は、市内にもっとい

らっしゃると思います。なでしこネットを通じて、そう
いう人材をつなぐ場所が増えるといいですね。

登録できる人
市内に在住または市内の事業所に勤務する18歳以上の
女性で次のいずれかに該当する人
・市のまちづくりや男女共同参画の推進に関心のある人
・もっと女性の意見をまちづくりに生かしたいと思う人
※市職員（臨時職員、嘱託職員は除く）、議会の議員は登録

できません。

②情報提供 ①登録

③問い合わせ

④紹介

⑥委員等と
して参加

⑤委員等の
就任依頼

なでしこ
ネット

審議会等
の
担当課
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る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
誰
か
に
強
い
ら
れ

る
べ
き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活
と
活
気
あ
ふ

れ
る
地
域
づ
く
り
を
行
う
た
め
に
、
今
こ

そ
、
男
性
も
女
性
も
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
自
由
な
意
思
で
生
き
方
を
選
択
し
、

そ
の
個
性
を
輝
か
せ
、
持
て
る
能
力
を
十

分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
男
女
共
同

参
画
社
会
の
実
現
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。価

値
観
が
多
様
化
す
る
中
で
、
相
手
を

思
い
や
る
気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

お
互
い
の
生
き
方
を
尊
重
し
合
う
こ
と
が

男
女
共
同
参
画
へ
の
第
一
歩
で
す
。
男
性

と
女
性
が
共
に
自
立
し
、
家
庭
・
職
場
・

地
域
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
、
喜
び
も

責
任
も
分
か
ち
合
う
社
会
を
市
民
と
行

政
、
事
業
者
が
一
体
と
な
っ
て
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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平成23年度に副区長、平成24年度に区長として世継区の男女共同参画実践モデル事業の取

り組みに関わったF野和雄さん、世継区の評議員として活動された福居順
すなお

さんにお話を伺い

ました。

世継区では、平成22年度から3年間、市の男女共同参画実践モデル地域とし
て、意識調査、研修会、企画段階から女性の意見を取り入れた防災訓練、啓
発リーフレットの作成などに取り組まれました。
この取り組みを通じた意識改革や事業は現在も引き継がれています。

地域の男女共同参画を紹介

世継区

「学校」や「家庭」での男女平等意識が高まる
一方、「地域社会」での男女平等意識はまだ低い
状況にあり、「男性中心で物事が決まってしまう」
「女性が意見しても聞いてもらえない」などの意
見が意識調査の結果からも見られる中で、世継区
では、評議員（区の役員）を7人設置しており、
うち2人は女性を登用するようにしたそうです。
「やはり、これからは男性だけの意見では成り
立っていかない。女性の目線も必要だと役員の中
でも意見が一致しました。また、女性1人では発
言がしにくいと思い、人数は2人にしました。当
初は、体協委員と文教委員をそれぞれ担当しても
らいました。どちらも役員の中では大変な役割で
すが、区長や他の役員も協力しましたし、無事に
務めていただきました。経験者が増えることで、
地域で活躍する人材育成にもつながります。
もちろん男女それぞれで得手不得手はあると思
いますが、女性にはもっ
と自信をもって、どんど
ん意見を言ってほしいと
思います。男性も古い考
えばかりじゃない。女性
の意見も聞くし、サポー
トもしていく心構えはで
きていますよ」

「平成23年に文教委員、平成24年度に福祉委員を
経験しました。私自身、外に出やすい環境でもあ
りましたし、役員としての活動は負担になること
はなかったです。
役員会は、発言しやすい雰囲気で、役員だけに
任せるというよりは、みんなで相談して協力する
やり方でしたので、活動しやすかったです。役員
として区の活動に関わることが楽しくて、元気に
なれたと思います。世継区を良くしたいという気
持ちが大きくなりました。
世継区の年配の人は、女性が参画することに理
解があると感じます。世継区では同居している世
帯が割と多いと思います。若い世代の生活スタイ
ルや考え方を生活の中で身近に感じているので、
もしかすると若い世代の考え方に理解があるのか
もしれません。
平成24年度は、東日本大震災の影響で、区内で
も防災に関する意識が高まっていた時期でしたの
で、防災訓練に力を入れました。防災訓練では、
炊き出しは女性の役割と思われがちです。確かに
女性が得意な部分でもありますが、男性も積極的
に関わってくれま
した。世継区の男
性は炊き出しもバ
ッチリですよ！」

▲F野　和雄さん ▲ 防災訓練の様子




